
南相馬市の復興の現状（旧避難指示区域の再生）
旧避難指示区域内人口

小高区

7年ぶり本校舎での
小中学校入学式
（2017/4/6）

小高産業技術高開校
避難解除区域で初
（2017/4/11）

「遠隔診療システム」を活用した在宅診療
小高調剤薬局の再開（薬剤師派遣）

タブレット導入等のＩＣＴ利活用教育
地域で支える放課後子ども教室
高校生によるまちづくりへの参画支援

民間事業者と連携した作付再開・販路拡大

ロボット・テストフィールドの活用
有害鳥獣対策

原発事故からの復興モデルを目指すべく、
今後のまちづくりの方向をさらに具体化

医療体制確保

特色ある教育環境整備

農業の再生

浪江町との連携推進

小高復興アクション・プラン（仮称）の
平成29年内策定

（単位：人）

福島12市町村の将来像に関する有識者検討会 資料３－２



ロボットのまち南相馬へ

2

南相馬市では、 「ロボットのまち南相馬」を実現すべく「南相馬ロボット振興ビジョン」を策定。

1 ロボット人材輩出のまち
ロボット関係者と市内企業、学生・児童等、商工会等を含めた地域のまちづくり機関等が
触れ合う機会を創出。

2 ロボット技術革新のまち
交流人材・企業のマッチング及び国・県が進めるロボット政策と連携を深め、国・県・市の支
援策を活用。

3 ロボット産業集積のまち
設計から製造、製品認証までを南相馬で行い、「Made in Hamadori
Minamisoma」のロボットを世界に向けて発信。

4 ロボットベンチャー輩出のまち
クリエーターの創業をサポートする体制を整備するとともに、新しいものを受け入れる・チャレン
ジする文化を醸成。

5 日本の競争力の源泉、ロボット教育先進のまち
小・中学生からロボット等に触れ合う機会を創出。また、研究者・技術者・企業業等による
出張講座や大学等の研究機関と連携し、教育を活性化。

6 世界一ロボットの実証・チャレンジがしやすく、ロボット
が日常に溶け混んだまち

市内の各施設にロボット・先進技術を導入・活用するとともに、イノベーションを起こすべく取
組を進める企業を支えるべく、市が県と連携し積極的な取組を実施。

７ ロボットを活用したツーリズム・スポーツのフロンティア
ロボット国際競技会、ドローンレース大会等のイベントの開催やアニメ・ゆるキャラ等を活用し
た取組を進めるとともに、インフラを整備。

平成29年1月20日第193回国会安倍内閣総
理大臣施政方針演説

南相馬では、町工場の若い後継者たちが力を合
わせ、災害時に水中調査を行うロボットを開発しま
した。その一人、金型工場の二代目、渡邉光貴さ
んが、強い決意を私に語ってくれました。

「南相馬が『ロボットの町』と言われるよう、若い力
で頑張る。」
原発事故により大きな被害を受けた浜通り地域

は、今、世界最先端の技術が生まれる場所になろ
うとしています。

写真：首相官邸HPより
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南相馬市の復興に向けたその他の課題

 中間貯蔵施設への除染土壌等の搬入及び除染土壌の再生利用について
 除去土壌等の搬出に係る全体スケジュールを明示し、加えて除染土壌等の搬出に要する期間の市町村間での均衡化を図
ることが必要。また、除去土壌等を再生利用できるようにすることが必要。

 南相馬市小高区への復興インターチェンジ設置及び常磐自動車道４車線化について
 市民の帰還促進、企業誘致の推進及び交流人口の拡大を通じた復興の加速化並びに緊急時の避難路を確保等を通じた
地域住民の安全確保を図る。
 復興・再生事業の伸展、中間貯蔵施設への除去土壌等の搬出及び東京電力福島第一原子力発電所の廃炉作業の進捗等
に伴い、今後さらに工事車両等の交通量の激増が懸念されることから、交通渋滞緩和が必要。

 旧避難指示区域等の農業再生・農地集積への継続的な支援について
 平成29年度水稲作付目標面積2,100ｈａ（平成22年度水稲作付面積5,030ｈａの42％）
 平成30年度までの農地集積・集約化対策事業について、避難指示解除から一定期間継続するとともに、
原子力災害により避難指示等が出された地域への機構集積協力金の加算措置を引き続き講じることが必要。

 地域医療・福祉の充実と人材確保について

→ 特に、看護師・保育士・介護士の人材確保支援が必要

住民登録人口
2017/4/12現在

市内居住人口 市外居住人口
旧避難指示区域内 旧避難指示区域外

62,192人 54,288人 2,152人 52,136人 7,904人

区分 震災前 H28.2 H29.2 対前年

病院施設数 8 6 6 同じ

病床数 1,329 579 599 +20床

診療所施設数 39 27 32 +5施設

区分《人口10万対》 震災前 H26.12 H29.2 対前回

医師 87.91 73.8 80.42 +7ポイント

看護師 532 381.8 339.81 ▲8ポイント

区分 H27.3 H28.3 H29.3 対前年

待機児童数 34人 97人 106人 +9人


	南相馬市の復興の現状（旧避難指示区域の再生）
	スライド番号 2
	南相馬市の復興に向けたその他の課題

